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新一年生とチューリップの花
暖かなIiが差し込むようになった4月14日、今宿も即期、幸枝では、一人一鉢手づくり運動でチューリップやバンジー

等の花が校庭中予こくさん咲いています。新一・年度ときれいなチェーリップの花、ただ今春莫盛り。

人のうこきは龍書目　　　＊5月の税金＊
人　　口

男

女

世帯数

転　　入　254

出　　生　12

14，683人（＋11D i

諸点霊自　国民健康保険税（I期分）
4霊戸需告　　　5月1日一5月31日

死　亡　8i　　税金で住みよい町づくり完全納税に御協力を

役場の電話番号は、（3）1234　です。



第265号　　　　　　　　　　　　　　鋼筋曲紡（2）

i 漱∴∴∴季節告掌封紅比較一％ 

492，805 �拙．27（‖ �25．3 

20，000 ��∴∴ ∴「∴∴‥ ∴∴∴∴ 
20．000 

自動菰取得税交付金 �25，000 

65 �000 

500 �1，800 �△　　300　　　0．1 

分担金及び　負担　金 �3 �950 �28，198 �5，752 �1．5 

1 �238 �12，558 �680 �l　O・6 

国　庫　支　出　金 �42 �，628 �468，735 �△40，1。7118．5 

県　　支　　出　　金 �7 �．792 �61，358 �17，434 �3．4 

財　　産　　収　　入 �4 �．177 �25，466 �20，711 �2．0 

寄　　　　附　　　　金 � �．181 �8，001 �△2，820 �　0．2 1一・一一－一〇一・ 

繰　　　　入　　　　　金 �8 �，002 �50．002 �30，000　　　3．4 

繰　　　　越　　　　金 �1 �854 �57，135 �△39，281 �0．8 

諸　　　　収　　　　　入 �20 �562 �177．270 � � 

町　　　　　　　　　　償 �11 �100 �163，700 �△52，600 �4．8 

歳　　入　　合　　計 �2，32 �059 �2．138．0281183，0311100．0 

税金は町づ　く　り　の涼　　伸びゆ　く　遠賀町

圃
和
幸
十
六
年
度
遠
賀
帥
一
般
会
計
予
算
は
、
去
る
二
月
の
定
例
町
議
会
で
可

決
成
立
し
ま
し
た
。
緬
年
度
間
横
国
に
お
い
て
も
財
政
再
建
計
画
に
蛙
づ
き
、
行

政
機
械
の
改
革
、
補
助
率
薬
の
見
喧
し
、
国
債
の
大
巾
な
減
額
等
非
常
に
さ
び
し

い
財
政
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
財
政
に
お
い
て
も
国
の
財
政
引
き
締
め
の
影
務

を
う
け
さ
び
し
い
な
か
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
一
般
会
計
予
算
の

規
模
は
、
別
表
の
と
お
り
歳
入
、
戴
出
典
に
三
二
億
二
千
百
五
万
九
千
円
で
前
年

度
が
二
一
億
三
千
八
百
二
万
八
千
円
で
あ
り
、
的
年
度
対
比
八
、
六
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
と
な
り
ま
す
。

「
老
人
憩
の
家
」
の

利
用
に
つ
い
て

「
老
人
恩
の
家
」
は
み
ん
な
の
施
殻

です。次
の
こ
と
を
守
っ
て
明
る
く
楽
し
い

憩
の
場
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

▽
利
用
時
間
　
9
時
～
1
7
時

▽
利
用
出
来
る
人
　
選
賀
町
に
属
性
す

る
減
0
0
蔵
以
上
の
人

0
据
え
付
け
の
品
物
（
テ
レ
ビ
、
ア
ン

マ
横
等
）
は
大
事
に
使
用
し
ま
し
ょ

－
つ
o

O
障
子
や
フ
ス
マ
を
破
親
し
な
い
。

○
他
の
利
用
者
に
め
い
わ
く
を
か
け
な

い。
○
使
用
し
た
タ
オ
ル
等
は
元
の
所
に
か

た
す
け
ま
し
ょ
う
。

▽
定
休
日
　
毎
週
月
曜
日

▽
場
所
　
述
徴
即
別
府

▽
態
話
　
（
3
）
0
1
6
9

※
最
近
転
入
さ
れ
た
老
人
の
皆
さ
ん

も
憩
の
家
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

▽
見
取
図

－
掌
中
i
i
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歳　　　出

（畢倣Trii）

20歳にな　っ　た　ら国民年金に加入し　ま　し　ょ　う

特
別
人
権
相
識
所
開
設

▽
開
腹
‖
　
5
月
Ⅱ
日
（
月
）

▽
場
　
所
　
遠
賀
即
公
民
館
別
館

▽
時
　
面
倒
…
蒜
子
1
5
時

▽
相
談
員法

務
局
北
九
州
支
局

遠
賀
町
人
穐
流
麗
委
員

心
配
ご
と
相
談
員

第
8
回
公
民
館
対
抗

軟
式
野
球
大
会
の
開
催

歳
　
　
入

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
力
交
付
税

六
億
五
千
万
円
（
全
体
比
二
八
、
〇
パ

ー
セ
ン
ト
）
、
町
税
五
億
八
千
七
百
七

万
五
千
円
（
一
五
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
）

国
蹴
支
出
金
四
億
一
千
八
百
六
十
二
万

八
千
円
（
一
八
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

諸
収
入
二
舷
二
百
五
十
六
万
二
千
円
〔

八
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
の
順
と
は
っ

て
い
ま
す
。
議
大
の
の
ひ
が
国
の
財
産

と
同
様
一
ケ
タ
台
に
と
ど
ま
っ
た
た
め

一
周
の
財
源
確
保
に
努
力
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。歳

　
　
出

本
年
度
の
歳
出
予
算
は
、
裁
人
の
六

両
な
の
び
が
見
込
ま
れ
な
い
中
で
事
業

中
心
で
予
算
の
編
成
を
行
な
い
ま
し

た
。
押
葉
費
の
主
な
も
の
で
は
、
労
働

対
策
と
し
て
繕
炭
地
域
開
発
就
労
歯
薬

（
広
渡
地
区
拗
水
路
改
修
）
」
ハ
千
百
万

円
、
特
定
地
域
開
発
雑
労
事
業
（
木
守

地
区
道
路
改
良
舗
装
）
　
五
千
六
百
万
円

防
衛
関
係
導
菜
で
は
、
通
路
整
備
誌
梁

（
鬼
津
－
若
松
線
等
）
四
千
百
万
円
）

水
路
改
良
悪
業
（
大
久
保
川
改
良
）
　
二

千
九
百
万
円
、
（
前
川
改
修
）
九
千
七

自
万
円
、
同
和
対
策
車
業
と
し
て
、
（

島
津
騎
乗
替
）
一
億
三
古
万
円
）
、
そ

の
他
都
市
計
面
関
係
で
、
駅
南
土
地
区

画
娯
理
調
査
一
千
三
高
刀
川
、
今
古
賀

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
二
千
五
百
万

円
、
保
健
体
育
関
係
で
聞
毎
度
か
ら
の

継
続
工
軍
の
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
建

設
一
億
四
千
七
百
万
円
で
本
年
度
完
成

の
は
こ
び
と
な
り
ま
す
。
ま
た
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
は
、
国
旗
健
擦
保
険
特

別
会
計
へ
一
千
五
自
万
円
、
撃
枚
給
食

特
別
会
計
へ
四
千
四
畠
万
円
、
遠
賀
・

中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

と
し
て
一
億
四
千
八
日
万
円
等
と
な
っ

て
い
ま
す
。

本
年
度
最
初
の
公
民
館
対
抗
行
雄
と

し
て
数
寄
委
員
金
主
槌
・
軟
式
野
球
巡

盟
主
衛
に
て
軟
式
野
球
大
会
を
関
鵬
し

ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の
参
加
・
蒔
顔

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
。
5
月
3
日
（
第
1
日
）

1
時
4
5
分
開
会
式
　
8
時
試

合
開
始

。
5
月
1
0
日
（
第
2
日
）

9
時
試
合
開
始
　
決
勝
戦
終

了
後
閉
会
式

▽
名
城
∴
遠
賀
中
学
校
・
広
渡
小
学
校

各
グ
ラ
ン
ド

▽
試
合
形
式
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
法

詳
細
は
、
教
育
委
員
会
又
は
、
地
区

体
育
郁
良
へ
お
聞
合
せ
下
き
い
。
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昭和56年3月定例議会　誓：
腫和56年第3回定例機会は、去る3月9日的会され、胴和56年度一般会計予第など28議案について、会期

17日間をもって慎重巷談の結果、幻議案について原案可決、4強襲について一部修正可決され、また諦頓2

性陳構1件こついては継続審議となりました。鍵田繊薬は、次のとおりです。

頒 案 猿 �電機 案 �機 業 埜 �議 案 �‡農 業 猿 �且擁 築 �j擁 案 等 �議 案 �j教 案 錦 上 �‘義 案 �議 案 諒 十 �撮 案 �l〃 案 

埜 ��壁 ��密 ��笹 王 ノブ ��第 十 ��統 十 

十 七 号 �十 六 号 �十 五 号 �十 四 号 �手 書 �手 書 �千 号 ��九 号 �八 号 �七 号 �査 フナ �番 号 

昭 和 五 十 �昭 和 �昭 和 完 工 �謹 十 �霜 �昭 和 五 十 �8日 和 五 �昭 和 一五 十 �昭 和 �昭 和 五 十 �昭 塑 �昭 和 五 十 �l義 案 

IL 十 ���五 十 ��十 五 ��五 十 ��王i 十 五 年 度 

年 度 �年 I蔓 �年 度 �年 I鐘 �六 年 l蔓 �六 年 I蔓 �年 l支 】℡ �五 年 l蓬 �五 年 度 �五 年 I重 ��五 年 I憂 

遠 賀 町 I主 宰 �遠 賀 王座 圃 審 �過 賞 薗丁 、r Iは 給 食 事 演 樗 別 会 �遠 賀 町 �遠 賀 町 国 民 �遠 賀 Pr �費 町 1蓋 毛 �遠 賀 盛 国 事 �遠 賀 町 学 事褒 �遠 賀 Or �遠 賀 OT 国 民 �】重 賞 Or 

l農 薬 ��飯 食 Bt 予 算 （こ つ い �斯 寒I 賞 金 憲 秦 ���展 ：置 ��般 

新 築 資 金 等 貸 付 秦 特 別 会 β† 予 算 に つ ll で �楽 樽 型 li 予 算 ��共 済 秦 特 別 会 �健 康 饉 案 将 ���築 ．M 型 利一 補 正 �給 食 秦 特 別 会 �共 済 秦 特 別 会 �飽！ 康 攫 秦‾ 特 �合 冊 補 正 予 算 

（二 つ し1 て“ �粒 子 葺 くこ つ い て �すす 予 算 iこ つ Ll で �裂 か† 予 算 （こ つ し1 て �て“ �樽 別 会 合† I● 正 予 算 複 号 に ir �予 算 第 五 号 に つ Jl で �蒜 正 子 算 錦 六 号 に つ しヽ て �諾 正 予 算 徳 四 室 に つ しl て �別 会 利一 ‡糟 正 予 算 徳 四 号 i二 つ い て“ �徳 十 号 に つ い て �名 

原 �原 �原 �原 �原 �雌 正 �原 �原 �原 �原 �原 �舵 �It 

案 �案 �菓 �案 �案 ��葉 �業 �案 �案 �案 �正 �決 結 

可 決 �可 決 �可 決 �可 決 �可 決 �可 決 �可 決 �可 決 �可 決 �可 決 �可 決 �可 決 �果 

∠ゝ �i四 �∠ゝ �八 �′ヽ � �柏 

音 字 万 �千 百 一と �雪 十 一ヒ �ート 奔 九 �百 七 十 �（継 五 千 七 �正 予 

円 �ート 九 万 充 子 円 �プチ 円 �千 円 �万 九 千 円 �十 四 万 円 �算 誠 

三 吉 九 一ト �歪 四 千 �宣 子 九 百 �享 ノヽ �四 （● 五 千 百 四 �≡ �三 言 五 十 �毒 �這 千 四 百 �字 音 �I四 i℡ 三 言 �享 く● �総 予 

言 ��百 四 十 ��捻 子 ��千 九 百 ��ノヽ 万 七 ��五 千 九 
万 九 千 �四 十 五 �手 九 �フラ ノヽ �＋ t四 方 �百 五 万 �万 七 �ート Iヽ 万 �… �千 円 �七 十 五 �言 ノヽ ＋ �算 

円 �万 lヽ 千 円 �万 lヽ 千 円 �千 I重l �宇 田 �九 千 I∃ �千 円 �一七 千 円 �万 李 igう ��雪 子 円 �万 一と 千 円 �頼 

遠賀町の代表的産米、お米を見直しましょう

条
　
例
　
改
　
正

。
町
韻
会
報
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

昭
和
5
4
年
か
ら
捌
え
掃
か
れ
て
い
た

磯
貝
秋
酬
が
町
報
酬
審
議
会
の
答
申
を

受
け
、
議
長
（
現
行
十
六
万
二
千
円
を

十
八
万
二
千
円
）
、
副
機
長
（
十
三
万

八
千
円
を
十
五
万
六
千
円
）
、
常
任
委

員
長
（
十
三
万
三
千
円
を
十
五
万
円
）

潮
風
（
十
三
万
円
を
十
四
万
七
千
円
）

に
報
酬
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

。
町
特
別
職
の
職
員
で
精
勤
の
も
の
の

蛤
与
縛
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
修
正
可
決

町
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
を
改

正
す
る
も
の
で
、
町
域
副
審
機
会
で
答

回
さ
れ
た
紙
を
さ
ら
に
減
額
修
正
し
た

も
の
で
す
。

町
　
長
∴
現
行
四
十
四
万
円
を
四
十
六

万
円
に
改
正
。

助
　
役
　
現
行
三
十
六
万
五
千
円
を
一

十
八
万
四
千
円
に
改
正
。

収
入
役
∴
現
行
三
十
五
万
円
を
三
十
」
へ

万
七
千
円
に
改
正
。

o
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び

勤
務
時
間
籍
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
修
正
可
決

教
育
委
員
会
教
常
長
の
給
与
を
改
正

す
る
も
の
で
、
町
特
別
職
の
常
勤
の
職

質
と
同
様
、
減
額
修
正
し
た
∵
も
の
で

す
。
現
行
三
十
五
万
円
を
二
十
六
方
し

千
円
に
改
正
。

o
遠
賀
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

原
案
可
決

教
育
委
員
長
、
農
業
委
員
会
会
長
、

区
蔓
等
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
椴
剛
が
改
正
さ
れ
、
公
民
館
長
、

社
会
教
育
指
導
員
、
体
育
指
導
員
が
新

た
に
加
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

。
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

原
案
可
決

個
人
が
町
民
税
を
納
期
鮒
に
納
付
し

た
場
合
絞
奨
金
が
、
税
額
の
棚
分
の
0
・
6

に
改
正
さ
れ
、
報
奨
金
を
交
付
す
る
場

合
の
税
額
の
最
高
額
が
四
十
万
円
と
な

る
も
の
で
す
。
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健康保険診療は有効に受けよう

o
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
都
改

正
に
つ
い
て
　
　
　
　
原
案
可
決

医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
税
の
賦
課

限
度
額
、
均
等
剖
額
、
平
等
制
額
の
改

正
を
行
う
も
の
で
、
賦
課
限
度
額
二
十

二
万
円
を
二
十
四
万
円
に
、
均
等
割
頼

七
千
円
を
九
千
円
に
、
平
等
制
額
九
千

円
を
一
万
一
千
円
に
改
正
す
る
も
の
で

す。。
町
国
民
年
金
印
紙
売
り
さ
ば
き
基
金

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て原

案
可
決

国
民
年
金
保
険
料
の
改
正
に
伴
い
、

国
民
年
金
印
紙
売
り
さ
ば
き
基
金
が
、

一
千
万
円
か
ら
一
千
百
八
十
万
円
に
改

正
さ
れ
る
も
の
で
す
。

。
町
住
宅
新
築
資
金
籍
貸
付
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　
　
原
案
可
決

老
朽
化
し
た
住
宅
又
は
防
災
上
、
衛

生
上
若
し
く
は
居
住
上
劣
悪
な
状
態
に

あ
る
住
宅
を
改
修
す
る
時
に
、
町
が
貸

し
付
け
る
場
合
の
審
査
委
員
会
の
委
員

が
、
5
人
か
ら
1
人
に
改
正
さ
れ
る
も

の
で
す
。

。
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

農
薬
作
物
共
済
（
水
稲
）
の
単
位
当

た
り
共
済
金
額
が
二
百
七
十
円
か
ら
二

百
八
十
円
に
改
正
さ
れ
、
又
家
畜
共
済

の
加
入
者
負
担
の
共
済
金
額
が
、
国
庫

負
担
の
改
正
に
よ
り
、
脂
の
場
合
5
分

の
2
で
あ
っ
た
も
の
が
2
分
の
l
に
、

種
豚
、
肉
豚
が
豚
に
統
一
さ
れ
5
分
の

2
に
は
さ
れ
る
も
の
及
び
、
家
畜
共
済

の
掛
金
率
の
引
き
上
げ
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

o
町
武
道
場
の
飯
田
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

原
暴
可
決

浅
木
小
学
校
離
堂
が
学
校
施
設
か
ら

除
外
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
武
道
場
と
な

さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
　
の
　
他

。
監
査
要
具
の
選
任
に
つ
い
て
　
同
意

監
査
委
員
の
任
期
灘
了
に
伴
い
新
し

く
選
任
監
査
委
員
と
し
て
、
門
司
成
垂

氏
が
就
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
同
意
が
求
め
ら
れ
同
意
す
る
も
の
で

す。。
行
政
区
の
承
認
に
つ
い
て
　
　
同
意

広
波
区
に
属
し
て
い
た
ニ
ッ
セ
キ
遠

賀
団
地
が
中
央
区
と
し
て
行
政
区
の
承

認
が
、
頚
会
に
対
し
て
同
意
が
求
め
ら

れ
同
憲
す
る
も
の
で
す
。

o
中
間
市
・
遠
賀
町
分
水
送
水
管
工
事

の
事
務
委
託
に
関
す
る
親
約
の
制
定

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
原
案
可
決

遠
賀
川
河
口
堰
設
握
に
伴
い
、
北
九

州
市
か
ら
上
水
の
放
水
を
受
け
る
た
め

の
分
水
送
水
管
殺
歴
の
工
謡
の
事
務
を

中
間
市
に
委
託
す
る
た
め
の
規
約
の
制

定
を
す
る
も
の
で
す
。

。
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て廃

止
を
可
決

。
町
道
路
綾
の
認
定
に
つ
い
て
　
馳
走

新
道
路
台
帳
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
旧
道
路
台
帳
を
廃
止
し
新
道
路

台
帳
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

請
　
　
願

e
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
の
請

願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
説

（
翻
頓
着
）
∴
遼
賛
同
家
庭
婦
人
ス
ポ

ー
ツ
連
盟
会
長
　
山
下
信
了

（
識
願
の
趣
旨
）
　
知
人
庖
専
門
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
育
成
、
柵
人
の
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
の
護
成
、
婦
人
の
ス
ポ
ー
ツ

に
必
要
な
装
備
及
び
用
具
の
町
有
ス
ポ

ー
ツ
施
設
へ
の
殺
肺
、
公
平
な
施
設
開

放
の
取
り
扱
い
を
請
願
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

。
岡
垣
射
爆
場
跡
地
へ
の
潜
水
艦
用
超

養
液
送
信
所
殿
田
に
反
対
す
る
請
願

纏
結
審
説

（
蔀
職
者
）
　
長
谷
川
郁
夫

（
翻
願
趣
旨
）
　
防
衛
庁
が
、
桐
山
射

爆
甥
跡
地
に
淵
水
艦
用
超
長
波
送
宿
所

を
殻
攫
す
る
計
画
に
反
対
し
、
計
画
を

た
だ
ち
に
廃
棄
す
る
こ
と
を
讃
願
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

。
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
促
進
に
闘
す
る

政
調
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
蘭

（
陳
情
者
）
　
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
促

進
補
間
県
民
会
謎
々
授
∴
高
田
源
滴

（
陳
情
趣
旨
）
　
防
衛
・
外
交
上
の
重

要
な
国
家
頼
経
を
守
る
た
め
の
ス
ハ
イ

防
止
法
を
制
定
促
進
す
る
こ
と
を
舐
会

に
お
い
て
決
議
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
理
府
総
務
長
官
へ
意
見
番
を
提
出
す

る
こ
と
の
陳
櫛
で
す
。

教

　

育

　

施

　

設

　

の

　

整

　

備

児
童
の
増
加
に
対
陣
す
る
た
め
に
、
　
月
3
1
日
）
が
、
与
其
の
よ
う
に
完
成
し

戟
木
小
学
校
屋
内
運
動
場
　
（
3
月
2
7
　
ま
し
た
。

日
）
、
島
田
小
学
校
々
舎
増
改
築
（
3

青

少

年

空

手

道

大

会

で

総

合

優

勝

去
る
4
月
1
3
日
、
水
巻
町
体
育
館
で

北
九
州
市
、
遠
賀
郡
内
の
少
年
団
対
抗

空
手
道
大
会
が
行
わ
れ
本
町
空
手
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
見
事
優
勝
を
果
し
ま
し

た。▽
型
の
部
（
団
体
戦
）

優
　
勝
－
遊
資
町

∇
細
字
の
郵
（
個
人
戦
）

俊
∴
勝
－
伸
摩
正
浩
（
緑
光
苑
）

韓
優
勝
－
仲
野
正
志
（
別
府
）

－
鮪
－
小
鴨
啓
一
（
別
肘
）

▽
約
手
の
蔀
（
団
体
戦
）

準
優
勝
（
代
表
選
手
は
、
次
の
と
お

い∵

○
白
水
　
　
敦
（
小
字
1
年
）

○
城
戸
∴
彰
文
（
〃
　
2
年
）

○
塩
田
　
　
充
（
　
〃
　
3
笹
）

○
話
頭
　
文
昌
（
〃
　
1
年
）

○
増
田
浩
一
一
郎
（
－
〃
　
5
年
）

○
伊
賀
　
冶
正
（
〃
　
6
年
）
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国

民

健

康

保

険

税

の

改

正

近
年
に
お
け
る
医
旗
費
の
増
加
は
全

国
的
な
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
に

お
い
て
も
医
按
賞
総
額
は
昭
和
5
4
年
度

四
鰭
三
百
万
円
で
5
5
年
度
は
五
億
円
を

突
破
し
、
さ
ら
に
捕
年
度
は
六
億
円
に

到
達
す
る
見
込
で
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
相
互
扶
助
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
費
用
は
国
保
加

入
者
の
国
民
健
康
保
険
税
と
国
兜
町
の

補
助
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。

国
保
に
対
す
る
補
助
金
も
年
々
増
加

い
た
し
て
い
ま
す
が
一
定
の
制
限
が
有

り
、
今
般
や
む
な
く
保
険
税
率
の
改
正

を
い
た
し
ま
し
た
の
で
御
理
解
願
い
ま

す
と
共
に
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り

に
心
が
げ
、
正
し
い
保
険
診
療
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

保
険
税
改
正
内
容

。
最
高
課
税
限
度
額

二
十
四
万
円
（
旧
二
十
二
万
円
）

o
均
等
割
額
（
一
人
に
付
）

九
千
円
（
旧
七
千
円
）

。
平
等
剖
額
（
世
帯
当
り
）

一
万
一
千
円
（
旧
九
千
円
）

正
し
い
保
険
診
療
の
受
け
方

。
診
療
を
受
け
ろ
と
き
は
、
保
険
証
を

必
ず
出
し
ま
し
ょ
う
。

。
急
病
で
な
い
限
り
、
診
掠
時
間
内
に

診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

。
み
だ
り
に
注
射
や
薬
を
注
文
し
な

い。
。
病
院
な
ど
を
転
々
と
す
る
の
は
一
貨

し
た
治
旗
が
得
に
く
く
な
り
、
病
気

の
回
復
を
選
ら
せ
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

。
交
通
密
故
な
ど
で
保
険
証
を
使
っ
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
福
祉
課
国
保

係
に
届
け
出
し
ま
し
ょ
う
。

。
転
出
す
る
と
き
は
、
保
険
護
を
す
ぐ

係
へ
返
納
し
ま
し
ょ
う
。

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
石
井
ス
カ
様

（
老
良
）
　
石
井
松
雄
様

故
後
藤
輔
秋
様

（
別
府
）
　
後
藤
ユ
キ
エ
様

故
下
川
辺
、
、
、
ツ
ヨ
様

（
新
町
）
　
下
川
辺
正
典
楼

〝
カ
ギ
開
け
三
分
　
物
色
五
分
〟

－
ド
ロ
ボ
ー
の
手
口
、
公
開
し
ま
す
ー

－
月
2
9
日
か
ら
の
一
週
間
は
，
ド
ロ
ボ
ー
繍
士
〟
に
と
っ
て
も
文
字
通
り

の
黄
金
週
間
で
す
。
私
た
ち
が
春
の
隅
気
に
浮
か
れ
て
い
る
ス
手
に
、
彼
ら

は
ゴ
ツ
ソ
リ
い
た
だ
こ
う
と
早
く
も
秘
策
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
。
そ
の
彼
尊
の
手
口
を
裏
口
か
ら
と
く
と
拝
見
す
る
と
－
－
。

国

民

年

金

保

険

料

免

除

申

請

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

に
芯
じ
た
年
金
を
受
給
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
定
め
ら
れ
た
期
日

ま
で
に
確
実
に
納
付
い
た
し
ま
し
ょ

＿
つ
O

o
保
険
料
の
免
除

保
険
料
を
納
め
た
く
と
も
、
納
め
ろ

の
が
困
難
な
人
は
申
請
し
、
そ
の
申
請

が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
の
で
手
続
を
行
な
っ
て
下
さ

い。

両
前
手
続
は
役
場
年
金
係
で
受
付
ま

す
の
で
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

（
徳
年
増
詣
手
続
は
必
要
で
す
）

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
法
律
に
よ

り
免
除
さ
れ
ま
す
。

1
　
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
階
害
福

祉
年
金
、
母
子
福
祉
年
金
等
を
受
け

て
い
ろ
人
。

2
　
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
人
。

（
手
続
は
該
当
す
る
最
初
一
回
の
み
）

婦
人
体
操
教
室
生
募
集

家
庭
婦
人
が
日
常
生
活
の
基
本
と
な

る
体
力
を
つ
く
り
、
健
康
の
保
持
増
進

を
は
か
ろ
密
を
目
的
と
し
て
細
入
体
操

教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

も
次
の
と
お
り
新
会
員
を
募
集
し
ま

す。∇
開
設
日
　
毎
週
第
1
、
2
、
3
水
曜

日

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
町
立
武
道
場
（
役
場
械
）

▽
会
　
費
－
箇
月
千
円

▽
諒
　
師
　
守
田
光
子
先
星

▽
申
込
先
　
開
設
日
当
日
直
接
会
場
に

お
こ
し
下
さ
い
。

H
男
、
4
4
歳
。
気
が
小
さ
い
の
に
、

忍
び
こ
み
や
あ
き
巣
を
m
件
以
上
も
働

い
た
と
い
う
し
た
た
か
者
で
す
。

そ
の
H
男
が
語
る
、
ね
ら
い
や
す
い

家
の
櫛
造
と
そ
の
弱
い
部
分
は
I
I
。

●
堺
に
か
こ
ま
れ
だ
家
の
方
が
ね
ら
い

や
す
い
。
塀
の
中
に
入
っ
て
し
ま
え
は

逆
に
人
目
に
つ
か
な
く
な
る
。

●
侵
入
時
樹
は
年
前
3
時
す
ぎ
。
家
人

の
漫
静
ま
る
時
間
に
な
る
。
二
階
建
て

の
家
は
だ
い
だ
い
二
階
が
捜
室
に
な
っ

て
い
る
。
階
下
は
物
色
し
や
す
い
。

●
土
曜
日
の
深
夜
、
雨
の
夜
な
ど
は
忍

び
こ
み
に
向
い
て
い
る
。
土
曜
の
深
波

は
、
あ
す
が
日
岡
と
い
う
こ
と
で
家
人

は
ぐ
っ
す
り
寝
こ
ん
で
い
る
し
、
雨
の

波
は
足
音
を
消
し
や
す
い
。

●
窓
な
ど
を
開
け
っ
放
し
て
、
路
地
か

ら
家
の
中
の
様
子
が
見
え
る
家
は
ね
ら

い
や
す
い
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ

る
と
こ
ろ
は
、
風
抜
き
の
穴
か
ら
家
人

の
動
き
を
見
な
か
ら
侵
入
で
き
る
。

●
二
階
建
て
の
木
造
ア
パ
ー
ト
は
あ
き

巣
に
入
り
や
す
い
。
留
守
の
部
屋
が
多

く
、
鎚
の
設
備
が
よ
く
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
「
侵
入
」
を
決
め
ろ
ポ

イ
ン
ト
に
は
、
つ
き
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

●
家
の
外
に
あ
る
態
気
メ
ー
タ
ー
の
回

転
速
度
を
見
て
、
お
そ
い
と
留
守
だ
と

判
断
す
る
。

●
夕
方
に
な
っ
て
も
洗
た
く
物
を
取
り

込
ん
で
い
な
い
家
は
留
守
。

●
道
を
た
ず
ね
る
ふ
り
を
し
て
ブ
ザ
ー

を
押
し
、
留
守
を
確
か
め
る
。

●
新
聞
受
け
に
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
た

り
、
ア
パ
ー
ト
の
窓
に
カ
ー
テ
ン
が
引

い
て
あ
れ
ば
留
守
。

な
に
し
ろ
H
男
は
、
刑
務
所
の
中
で

ひ
ま
さ
え
あ
れ
ば
仲
間
と
侵
入
方
法
や

現
金
の
隠
し
場
所
に
つ
い
て
「
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
ま
し
た
」
と
い
う

の
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
。
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苧らしの中の法網談u

普通方式は

あきカンやゴミの不法投棄はやめましょ　う

遺
言
書
は
自
分
で
書
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
か

∧
間
∨
　
柏
綿
人
同

士
の
ト
ラ
ブ
ル
を
肪

ぐ
た
め
に
遺
言
書
を

つ
く
っ
て
お
く
と
よ

い
と
聞
き
ま
し
た

が
、
必
ず
自
分
で
書

か
な
く
て
は
い
け
な

い
の
で
す
か
？

ま
た
、
遺
言
書
を

な
く
し
た
り
盗
ま
れ

た
り
す
る
の
も
心
配
で
す
。

∧
答
V
　
避
雷
を
残
す
こ
と
は
、
相

続
財
産
を
め
ぐ
る
相
続
人
同
士
の
争

い
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
ま
た
、

本
人
の
惑
恩
に
よ
る
〝
自
由
な
相
続

財
産
の
処
分
〟
を
す
る
と
い
う
点
か

ら
も
、
考
え
て
よ
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
造
言
番
が
他
人
の
手
で

つ
く
り
か
え
た
り
さ
れ
る
と
、
か
え

っ
て
混
乱
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
民
法
は
、
遺
言
の
方
式
に

つ
い
て
厳
格
な
規
定
を
設
け
、
こ
の

方
式
に
よ
ら
な
い
遺
書
は
無
効
と
し

て
い
ま
す
。

遺
言
の
方
式
は
、
普
通
方
式
と
病

気
な
ど
で
死
期
が
迫
っ
て
い
ろ
と
き

の
騰
別
方
式
と
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
普
通
方
式
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

普
通
方
式
に
よ
る
避
雷
に
は
、
自

筆
証
轡
過
言
、
公
正
謹
啓
造
言
、
秘
密

祉
番
造
言
の
三
通
り
が
あ
り
ま
す
。

1
自
筆
旺
書
に
よ
る
遺
言
を
す
る
に

は
、
文
字
ど
お
り
自
分
で
造
富
野
の

全
文
、
日
付
及
び
氏
名
を
書
き
、
励

（
認
印
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
を
押

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
遺
言
番
の
字

句
を
後
か
ら
訂
正
・
加
筆
す
る
場
合

は
、
そ
の
場
所
を
指
示
し
、
変
更
し

自
筆
証
書
遺
言

公
正
証
書
遺
言

秘
密
証
書
遺
言

た
旨
を
番
い
て
署
名
す
る
上
に
、
変

更
し
た
場
所
に
印
を
押
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

2
公
正
旺
書
に
よ
る
遺
言
書
は
、
次

の
方
法
で
作
成
し
ま
す
。
①
公
証
人

役
場
に
行
き
、
証
人
二
人
以
上
の
立

会
の
下
に
公
証
人
に
避
雷
の
趣
旨
を

口
で
述
べ
、
⑧
公
紐
人
が
そ
れ
を
輩

記
し
、
遺
言
者
及
び
証
人
に
読
み
聞

か
せ
、
⑧
遺
言
者
及
び
証
人
が
筆
記

の
正
確
な
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
署
名
し
、
印
を
押
し
、
④

公
証
人
が
①
か
ら
⑤
の
や
り
方
で
作

っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
署
名
し
、
印

を
押
し
ま
す
。

道
害
者
が
輩
名
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
公
証
人
が
そ
の
瑛

由
を
暫
く
こ
と
に
よ
っ
て
署
名
に
代

え
ろ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
気
な
ど
で
公
証
人
役
場
に
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
は
、
自
宅
や

病
院
に
公
証
人
を
呼
び
、
病
床
で
遺

言
書
を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

証
書
の
原
本
は
、
公
証
人
役
観
で

保
管
さ
れ
る
た
め
、
紛
失
や
偽
造
・

の

三

通

り

変
造
さ
れ
ろ
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3
秘
密
随
喜
に
よ
る
遺
言
書
の
作
成

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
①
著
名

し
、
印
を
押
し
た
遺
言
書
（
本

文
は
自
筆
で
な
く
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
）
を
封
に
入
れ
、
⑧
同

じ
印
章
を
使
っ
て
封
印
し
、
⑨

遺
言
者
が
公
証
人
と
二
人
以
上

の
証
人
の
前
で
、
自
分
の
道
笥

番
で
あ
る
こ
と
及
び
遺
言
書
を

蒔
い
た
人
の
氏
名
と
住
所
を
述

べ
、
①
公
証
人
が
日
付
な
ど
を

そ
の
封
紙
に
結
城
し
、
遺
言
者

及
び
証
人
と
と
も
に
署
名
し
、

印
を
押
し
ま
す
。

以
上
、
い
ず
れ
の
方
言
で
‘
b
い
い

の
で
す
が
、
進
言
者
が
死
亡
し
た
と

き
は
、
公
正
細
密
避
雷
の
場
合
を
除

き
、
家
挺
裁
判
所
の
検
認
（
家
庭
裁

判
所
が
過
言
葺
を
囲
対
し
、
そ
の
内

容
、
馨
名
、
日
付
な
ど
を
点
検
す

る
こ
と
）
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
な
お
、
ご
質
問
の
よ
う
に
、
紛
失

や
盗
難
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

や
、
自
分
で
暫
く
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
公
正
証
番
道
営
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
ま
た
、
遺
書
の
内
容
を

ど
う
し
て
も
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な

い
と
き
は
、
白
等
証
欝
を
封
じ
た
も

の
、
ま
た
は
秘
琵
証
寵
を
封
じ
た
も

の
、
ま
た
は
秘
密
証
蕾
を
信
頼
で
き

る
第
三
者
に
保
管
し
て
も
ら
う
の
か

よ
い
で
し
ょ
う
。

次
回
5
月
縫
目
H
で
は
、
「
登
油
」

です。

「
遠
賀
ク
ラ
ブ
」

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

練
習
塀
の
変
更

前
骨
に
募
集
文
を
掲
載
し
ま
し
た
が

そ
の
後
場
所
が
一
郎
変
更
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
一
般
男
子
へ
0
0
歳
以
上
）
毎
週
金
地

〓
広
漠
小
学
技
体
育
館
を
息
門
小
学

校
体
育
館

お
ん
が
短
歌
会
談
草

的
中
璃
喜
先
生
遥

雑
∴
詠

柔
ら
か
く
雪
の
読
み
た
る
通
を
行
く
靴

に
き
し
め
る
苦
を
聞
き
つ
つ一

間
　
房
子

こ
の
園
に
托
せ
し
君
の
言
の
葉
が
諮
る

か
こ
と
く
銀
紙
き
ら
め
く球

崎
　
そ
の

幸
解
け
の
庭
に
芽
吹
き
し
路
の
瀦
季
節

の
め
ぐ
り
だ
し
か
は
証
し大

場
∴
房
氾

た
く
ま
し
さ
声
出
す
雅
北
風
の
す
さ
ぶ

林
へ
群
れ
つ
つ
境
ぺ
り

市
崎
∴
映
れ

白
い
息
か
け
て
み
か
け
る
こ
の
眼
鏡
わ

れ
の
近
親
を
助
け
て
幾
年久

野
き
よ
め
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差別なくして　明るい　住みよい　町づく　り

同
和
問
題
を
「
自
分
の
も
の
」
に

す
る
た
め
の
「
実
践
指
標
」
　
の
事
例

二
、
迷
信
、
因
習
（
ひ
の
え
う
ま
）
、
虚
礼
な
ど
の
打
破

剛
和
剛
疎
に
醗
す
る
秘
難
瀧
跳
（
乾

し
ゆ
1
け
ん
L
e
～
－
∴
＿
∴
し
ん
　
　
　
　
　
　
あ
た

習
研
修
）
を
推
進
す
る
に
当
り
こ
れ
を

＊
ん
∴
∴
ち
ら
着
－
∴
し
ウ
ノ
と
く
　
は
∴
∴
か
こ

単
に
知
識
の
習
得
の
場
に
経
ち
せ
ず
、

ど
う
｛
∵
♭
小
越
い
∴
∴
昔
）
与

同
和
問
題
を
自
分
の
も
の
と
し
て
う
け

と
め
、
点
機
硫
墾
す
べ
て
の
拳
鵜
の

て
つ
ピ
ー
　
ぎ
ー
‥
り
て
ら
せ
い
し
ん

撤
廃
、
合
理
的
洒
神
の
か
ん
餐
そ
し
て

「
差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た

き

く

だ

ん

た

t

 

e

か

ん

　

　

せ

い

へ

つ

　

　

廿

た

い

と

う

め
各
団
体
、
機
関
や
性
別
、
世
代
等
に

あ
ら
　
　
　
　
っ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
っ
仕
入
∵
し
字
，

応
じ
た
次
の
よ
う
な
「
実
践
指
導
」
の

じ
れ
い
　
　
き
ん
〔
’
小
宅
い
∴
∴
∴
∴
∴
†
　
し
ん

革
例
を
参
考
課
題
と
し
て
推
進
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
こ
こ
に

あ
げ
て
い
ろ
の
は
、
あ
く
ま
で
参
考
事

例
で
す
の
で
、
こ
れ
以
外
に
も
社
会
の

部
の
拳
畢
和
郎
中
郡
厭
な
ど
の
解

り
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
の
録
の
　
　
た
ん
た
い
と
7

決
を
は
か
る
た
め
、
各
々
の
団
体
等
に

離
し
た
難
嫌
な
「
難
聴
驚
」
を
都
が

出
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

1
「
ひ
の
え
う
ま
」
な
ど
に
み
ら
れ

る
エ
ト
「
十
二
支
」
や
「
三
隣
亡

た
い
も
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巧
く
よ
う
°
、

」
　
「
大
安
」
と
い
っ
た
六
昭
姥
な

ひ
．
か
高
く
て
l
　
　
れ
l
は
～

ど
の
非
科
学
的
な
暦
法
、
そ
の
他

邪
欲
、
離
範
か
つ
ぎ
蔀
に
み
ら
れ

め
い
し
ん
　
　
い
ん
L
p
う
　
　
　
　
　
だ
　
は

ろ
迷
信
や
因
習
な
ど
を
打
破
す
る

こ
と
（
一
つ
の
知
識
と
し
て
あ
る

こ
と
は
不
定
さ
れ
な
い
が
、
生
活

の
し
か
た
の
大
き
な
壁
準
と
な
っ

て
い
る
現
実
を
か
え
る
こ
と
）

2
エ
ト
や
六
聴
星
な
ど
を
入
れ
た
力

て
ら
ト
モ
ノ
○
い
∴
∴
（
く

レ
ン
ダ
ー
、
手
般
類
を
作
ら
な
い

こ
と
、
買
わ
な
い
こ
と
。

え
ー
凡
∴
∴
い
な
し
D
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
人
こ
ん
そ
，

3
見
栄
や
因
習
に
も
と
づ
く
冠
婚
葬

祭
等
に
お
け
る
華
美
な
「
の
し
袋

」
の
使
用
を
さ
し
控
え
ろ
こ
と
。

へ
ん
れ
い
　
　
　
　
さ
，
り
　
か
　
　
か
人

ム
ダ
な
「
返
礼
」
を
合
艶
化
し
僻

紫
化
す
ろ
こ
と
。

三
、
公
正
な
採
用
選
考
と
明
る
い
破
線
づ
く
り
。

一
、
結
婚
の
民
主
化
を
は
か
る
こ
と
。

L
p
i
し
t
く
　
　
さ
い
よ
，
せ
ん
与
，
∴
－
や

1
就
職
の
採
用
選
考
に
当
っ
て
、

調
う
好
一
L
e
　
　
で
－
せ
い
　
　
の
う
り
ふ
く
　
，
じ
〇
人

応
募
者
の
適
性
、
能
力
を
基
準
と

も
ゆ
つ
し
ん
　
こ
く
e
a
　
　
し
ん
し
ん
し
よ
1
が
い
　
か

し
出
身
、
国
籍
、
身
心
障
害
、
家

で
く
じ
ふ
～
＿
上
モ
ノ
∴
∴
、
〕
●
r
 
L
そ
う
　
し
ん
じ
よ
う

族
状
況
、
資
産
や
思
想
、
信
条

宗
教
な
ど
に
よ
っ
て
就
職
を

排
除
し
な
い
こ
と
。
こ
の
た
め
に

え

l

と

ら

よ

っ

さ

　

　

　

　

し

よ

う

‥

　

　

こ

う

　

い

と

l

「
身
元
調
査
」
　
（
部
類
、
行
為
共

に
）
を
し
な
い
こ
と
。

2
先
の
こ
と
に
関
し
て
、
差
別
に
つ

ふ
。
ラ
ブ
∴
　
i
請
人
ひ
っ
∴
青
く
義
人
し
寄
っ
た
い

な
が
る
不
当
な
面
接
、
作
文
出
題

3
「
軸
徐
縦
鑑
」
や
「
難
敵
リ
ス
ト

」
宰
和
洋
謙
艶
を
態

に
貰
わ
な
い
こ
と
。
も
し
売
こ
み

た
宅
∴
∴
∴
－
ち
ふ
う
ー
主
ア
ブ
さ
甲

が
あ
っ
た
ら
直
ち
に
町
や
職
安
に

報
告
す
る
こ
と
。

け
つ
∪
ん
　
　
さ
い
　
　
　
　
あ
い
て
　
　
L
e
つ
し
ん
一
∴
み

1
結
婚
に
瞭
し
て
相
手
の
出
身
、
身

意
と
∴
∴
い
青
職
㌻
－
∴
i
か
く
し
事
　
　
　
　
　
　
　
を
い
さ
ん

元
や
家
柄
、
格
式
あ
る
い
は
財
産

な
ど
調
べ
る
「
聞
き
合
せ
」
を
し

な
い
、
応
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と。り
っ
こ
ん
∴
∴
∴
　
i
と
う
出
　
し
○
　
　
　
　
　
　
々
ん
　
　
に
ん

2
結
婚
す
る
当
寧
者
に
は
、
何
ら
人

け
ん
で
l
 
l
ん
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
て

間
的
に
問
題
が
な
い
の
に
相
手
の

眺
鶉
参
照
の
療
率
や
蛍
齢
、

し
ん
し
ん
　
　
J
t
，
が
い
　
　
　
　
　
え
ん

あ
る
い
は
身
心
の
陣
害
な
ど
で
縁

談
を
こ
ね
き
な
い
こ
と
。

け
フ
J
ん
L
e
　
　
き
い
　
　
L
e
じ
よ
う
　
か
ん
成
ん

3
結
婚
式
の
陳
に
式
場
の
看
板
や
、

あ
い
さ
つ
の
中
で
「
0
0
家
．
」
な

ほ
う
け
人
で
－
な
　
き
　
　
　
　
　
　
　
D
t
I
I
′
ん

と
の
封
建
的
名
残
り
を
も
つ
表
現

を
や
め
る
こ
と
。

げ
っ
ー
し
ん
　
　
o
t
b
ひ
い
ー
’
こ
ノ
　
い

4
「
結
婚
は
両
性
の
合
憲
の
み
に
基

や
い
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
人
は
－

づ
い
て
成
立
す
る
」
と
い
う
艦
法

だ
い
∴
∴
∴
高
三
テ
ー
ゼ
　
し
ん

第
二
四
条
の
楢
神
に
の
っ
と
り
当

じ
し
や
∴
∴
●
マ
リ
ブ
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
け
つ
∪
人
　
　
じ

尊
者
を
中
心
と
す
る
「
結
婚
の
自

助
」
を
保
障
す
る
よ
う
に
つ
と
め

る
こ
．
こ
。

四
、
「
踏
ま
れ
た
者
の
痛
さ
」
を
感
じ
と
り
、
諸
々
の

さ
　
べ
つ
　
　
へ
ん
り
ん
∴
∴
よ
お
i
　
∴
具
の

差
別
、
偏
見
、
弱
い
者
い
じ
め
を
な
く
す
と
り
く
み

1
難
に
も
と
づ
く
繋
龍
を
や
　
3
織
の
寵
を
曝
書
離
し

と
く
　
　
能
く
た
“
も
ー
と
～
し
○

め
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
に
肉
体
労
働
者
を
、
侮
べ
つ
す

2
偏
見
と
侮
べ
つ
や
、
あ
わ
れ
み
、
　
　
　
る
よ
う
な
職
業
差
別
を
や
め
る
こ

え
ら
　
　
し
ん
し
ん
L
t
～
が
い
L
e
∴
∴
∴
8
べ
つ

に
満
た
身
心
障
害
者
へ
の
差
別
を
　
　
　
と
。撃

生
け
人
∴
∴
高
い
　
つ
　
　
き
　
へ
つ
∴
∴
∴
∴
上
下
こ
∴

や
め
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
人
間
を
牲
別
で
差
別
し
、
女
韓
を

し
よ
ち
よ
う
さ
　
　
ら
よ
う
ひ
よ
う
　
　
み
ん
し
ゆ
“
か

五
、
諸
調
査
、
帳
票
の
民
主
化

鵠
蛮
鷲
怨
準
磐
肇
醗
鮮
な
　
　
調
奄
栗
に
お
い
て
、
本
籍
（
出
身
）

ど
に
お
い
て
使
わ
れ
る
申
込
者
　
　
　
そ
の
他
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
伎
薯
や

1
労
働
基
適
法
、
そ
の
他
の
法
令
に

も
と
づ
く
証
明
や
名
簿
に
つ
い
て

り
ん
M
e
ら
　
　
　
　
ち
よ
，
き
か
く
は
ん

「
本
籍
地
」
の
調
香
確
認
を
や
め

る
こ
と
。

さ
い
ふ
う
こ
　
　
　
き
　
へ
つ
た
い
く
，

5
採
用
後
の
差
別
待
遇
な
ど
や
め
、

－
人
と
ー
た
い
ぐ
う
∴
∴
ふ
ん
し
　
て
ゝ
－
∴
∴
書
）
べ
つ

均
等
待
遇
や
民
主
的
な
差
別
の
な

あ
か
∴
∴
∴
∴
レ
よ
く

い
明
る
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
。

L
o
か
い
て
賀
－
∴
∴
高
く

社
会
的
に
低
く
み
よ
う
と
す
る
女

せ
い
　
3
－
へ
つ

性
差
別
を
な
く
す
こ
と
。

た
∴
∴
∴
r
r
窯
に

5
彰
擬
や
率
嫌
等
そ
の
他
の
団
体

や
職
地
域
に
お
い
て
、
「
力
が
弱

も
の
　
　
　
　
せ
い
せ
＿
－
∴
（
く
　
　
l
の
∴
∴
∴
∴
…
す

い
者
」
　
「
成
徴
が
低
い
者
」
　
「
貧

こ

人

か

一

て

い

　

　

・

L

 

t

b

 

l

の

囚
家
産
の
子
」
な
ど
「
弱
い
者
い

じ
め
」
を
や
め
、
み
ん
な
の
人
権

を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
。

差
別
に
つ
な
が
る
よ
う
な
項
目
が

破
っ
て
い
な
い
か
点
検
し
、
あ
っ

た
ら
そ
れ
を
改
め
る
こ
と
。



（9）塵⑭筒の餓　　　　　　　　　　　　　第265号

A

浅
　
木
　
小
　
学
　
校

捌
木
小
学
枚
の
率
薬
証
書
が
あ
り

ま
す
ね
。
で
は
浅
木
板
の
変
遷
か
ら

説
明
し
て
下
さ
い
。

そ
の
約
に
、
町
内
に
あ
っ
た

塾
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。

。
別
府
の
柳
便
所
（
占
部
家
）

文
政
1
年
－
明
治
5
年
ま
で

。
浅
木
の
貞
光
館
（
門
司
家
）

文
政
6
年
－
明
治
4
年
ま
で

。
木
守
の
煤
柳
蛍
（
梅
谷
家
）

藩
永
元
卸
－
明
治
3
年
ま
で

。
上
期
肘
の
梅
の
崖
（
上
野
家
）

安
政
2
年
－
擾
応
3
年
ま
で

及
び
明
治
6
年
2
月
よ
り
私

塾
を
開
く
。

こ
れ
等
は
神
官
家
や
寺
小
屋

で
し
た
。
そ
こ
で
浅
木
枝
は
昭

和
5
0
年
3
月
に
、
創
立
百
月
昨

式
典
や
百
年
史
が
刊
行
さ
れ
ま

し
た
が
そ
の
歴
史
は
、
明
治
1

年
4
月
浅
木
神
社
下
に
あ
っ
た

経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

A
　
で
は
老
良
小
学
校
に
つ
い
て

は、
B
　
同
機
は
明
治
3
5
年
9
月
に
殻

i
比
は
さ
れ
ま
し
た
が
校
舎
は
な

く
、
葡
騎
正
次
郎
氏
先
代
の
家

の
座
敷
を
板
の
間
に
し
て
教
室

に
利
用
し
ま
し
た
。

A
　
当
時
は
喰
渡
字
老
良
で
あ
っ

た
筈
な
の
に
、
よ
く
も
独
立
し

た
学
校
が
出
来
ま
し
た
ね
。

B
　
そ
う
で
す
よ
。
こ
れ
も
同
区

出
身
の
傭
人
、
添
田
寿
一
法
学

園
士
の
格
別
の
力
添
え
の
結
果

と
い
え
ま
す
ね
。
明
治
4
1
年
現

存
の
語
長
公
民
館
の
敷
地
に
板

金
を
建
設
し
ま
し
た
が
、
不
審

B
　
木
守
は
柴
田
久
観
象
、
別
府
は
中

野
輝
元
氏
邸
附
運
の
よ
う
で
す
。

A
　
そ
の
後
の
学
校
の
変
革
は
。

B
　
明
治
1
2
月
9
月
教
育
令
発
布
に
よ

り
、
別
府
討
常
小
学
校
と
改
称
し
て

浅
木
神
社
特
段
を
倍
大
、
仮
敬
愛
と

し
て
勉
強
し
ま
し
た
。

百
周
年
諦
念
に
、
浅
木
神
社
下
に

浜
本
小
学
校
創
立
の
地
の
記
念
樺
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
3
1
年
5
月
、
臆
門
、
浅
水
、
暖

井
野
三
村
を
通
学
区
と
す
る
遠
賀
郡

組
合
克
浅
木
瑞
等
小
学
校
を
現
在
地

に
開
設
、
以
後
学
制
の
変
遷
を

⑤
㊥
④
⑤
⑤
㊥
⑤
◎
⑤
⑪

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員
募
集

常
設
舞
台
及
び
拝
殿
を
仮
校
舎
と
し

て
、
公
立
浅
木
小
学
校
を
開
設
、
中

底
井
野
、
浅
木
、
忠
生
洋
、
尾
倉
、

花
園
を
通
学
区
と
し
、
の
ち
絞
舎
を

新
築
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
木
守
、

別
府
は
別
に
独
立
し
た
学
校
を
も
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
木
守
、
別
府
の
学
校
位
問
は

通
学
区
を
浅
木
、
木
守
、
虫
停
滞
に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
2
2
年
町
村
制
実
施
に
伴
い
、

恐
2
3
年
1
0
月
よ
り
木
守
、
浅
木
、
出

生
津
、
そ
れ
に
親
柱
の
上
別
府
区
即

ち
全
村
を
通
学
区
と
し
た
浅
木
尋
篤

小
学
校
と
改
称
、
幼
年
に
一
教
室
を

増
築
し
た
が
、
ま
だ
狭
随
の
た
め
、

火
に
よ
り
全
焼
し
た
の
で
再
建
先
生

一
人
で
一
年
か
ら
六
年
ま
で
の
三
十

余
名
の
生
徒
を
指
導
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

昭
和
8
年
廃
校
と
な
り
浅
末
技
に

通
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
老
良
枝
は

3
2
年
の
歴
史
の
鶉
を
閉
じ
た
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
　
　
　
（
吉
野
千
年
）

▽
採
用
職
名

∇
採
用
人
員

▽
受
付
期
間

▽
受
験
資
格

▽
試
験
日

▽
試
験
科
目

一
飯
行
政
職

一
名

旧
知
輔
車
5
月
日
日
～

5
月
1
5
日
の
9
時
～
1
7

時
の
間
（
郵
送
は
5
月

1
3
日
消
印
ま
で
有
効
）

昭
和
5
0
牢
8
月
1
日
－

昭
和
3
8
年
3
月
3
1
日
生

昭
和
捕
年
5
月
末
予
定

一
般
教
餐
・
作
文
試
験

（
初
級
穏
度
）
及
び
価

接
試
験

▽
試
験
場
　
遠
賀
町
役
場
2
階
会
磯

室

▽
申
込
用
紙
請
求
及
び
申
込
先

遠
賀
町
今
古
賀
5
1
3
番
地
遠
賀
町
役
場

内
「
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
総
務
課
庶
務
係
」

笛
話
0
9
2
9
（
3
）
3
5
8
1

郵
便
使
用
は
、
封
筒
の
表
に
朱
辞
で
「

試
験
的
込
用
紙
議
求
」
又
は
「
受
験
時

込
」
を
記
入
す
る
こ
と
。

福
岡
県
警
察
官
及
び
婦
人
警
察
官
採
用
試
験

▽
採
用
職
名
及
び
受
験
資
格

。
暫
豪
富
A
（
大
卒
者
）

。
轡
察
宮
B
（
大
卒
者
以
外
の
者
）

A
B
共
に
、
昭
和
総
年
4
月
2
日

－
昭
和
3
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

者。
。
婦
人
轡
豪
富
（
昭
和
3
4
年
4
月
2

日
－
昭
和
綿
年
4
月
1
日
儀
ま
れ

の
女
子
）

▽
採
用
人
員
　
A
B
合
わ
せ
て
畑
名

婦
警
は
2
5
名

▽
受
付
期
間
　
昭
和
捕
毎
4
月
9
日
－

5
月
8
円
（
婦
馨
は
4

月
5
0
日
）
　
の
8
時
0
0
分

～
1
7
時
の
間
、
郵
送
は

5
月
8
日
（
婦
聾
は
4

月
釦
日
）
消
印
ま
で
有

効

▽
試
験
日
　
昭
和
5
0
年
5
月
1
7
日

▽
試
験
科
H
 
A
教
護
・
論
文
試
験

B
教
護
・
作
文
試
験

婦
容
赦
饗
・
作
文
試
験

す
べ
て
身
体
検
査
あ
り

▽
試
験
場
　
県
内
5
カ
所
（
禍
欝
は

2
カ
所
）

▽
申
込
用
紙
請
求
及
び
勘
込
先

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
の
一
の
一

福
岡
県
轡
察
本
部
欝
務
諜
採
用
係

璃
話
0
9
2
（
7
1
2
）
3
9
9
4

内
線
2
6
1
0

郵
便
で
旧
込
用
紙
講
求
は
、
7
0
円
切

手
を
は
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
封
筒

を
同
封
し
、
「
申
込
書
績
求
」
と
朱
書

す
る
こ
と
。

h
ルんせまみてつ走りく

つゆ



（10）第265号　　　　　　　　　　　　　　塵⑱西勉餓

町 内 �も え な � ��大 型 家 

全 域 �い �り！ �り �磨 

ゴ �南i 鵠i 区 �北 側 i謹 �ゴ 

5 �プ空 �5 月 27 日 �5 月 13 1日 �ベ　ラ 
月 13 日 �ラカ スン チ’ ���ツレ トビ 

及 び 5 �ツ空 クビ 製ン ��1／ヽ �机冷 、蔵 い庫 

引窓 i i 
月 27 日 �品、 、ガ ゴラ ���す’ “家 白兵 

ムス 等怒 �i ��転’ 革延 等具 

陶 器 �i ��ふ 

類 �【 ��と ん 

5月分　し尿くみ取り予定表

丘。計　大型車くみ取。地区i　小型車くみ取り地区

葦童三三車三三
6（水）月2撤収家庭　i聖禦聖誓＿＿＿

7（木）i i広漠、松の本（束、西紀）

請∵－懸両頭両二甫i竺聖一一

：警一言些里攣二一十一業］元高㌻－
18（月）i遺訓　　　　　甲府、鬼津、千代丸、小脳

19（火）　遠賀IIi、新町　　　　　　i

亘二電覇聖二誓三甲二二

三重二重汲収響＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿十王聖政変＿＿＿＿＿＿＿

請書蝋中軸，十
26（火）繊（ユニ二滴通廊）十一‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

窯書芸「一十五品素議

書二義毒三吉三三二
28（木）　尾崎

∂寸‾蒜…’聖∴‾‾十蒜：方南‾議

不用犬の引き取りは、遠賀保健所0線（201）4161へどうぞ

肺
臓
鰹
術
簡
蛙
の
網
正
U
謬

一
二
歳
児
検
診

▽
期
　
日
　
5
月
7
日
（
木
し

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

検
診
1
3
時
5
0
分
－
帖
時

▽
場
∴
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
対
象
者
　
漑
三
韻
を
越
え
、
潤
四
歳

に
達
し
な
い
幼
児

▽
持
参
品
　
節
子
車
座

▽
料
　
金
∴
無
料

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
5
月
1
日
　
ハ
金
）

▽
場
所
及
び
時
附

。
老
人
憩
の
家

9
時
5
0
分
～
日
時
3
0
分

。
鬼
津
公
民
餌

1
3
時
～
1
5
時

∇
対
象
者
∴
舘
脇
以
上
の
人

∇
検
診
内
容

。
検
尿
。
血
圧
測
定

。
問
診
。
血
色
素
測
定

－
＞
料
　
金
　
無
料

昭
和
的
年
度
食
生
活
改
善

推
進
教
室

受
講
者
の
募
集

▽
閑
話
場
所
　
遠
賀
保
健
所

▽
開
講
白
　
粥
年
5
月
～
5
7
年
3
月
ま

で
、
毎
月
l
回

▽
受
講
料
　
無
料

▽
定
　
員
　
9
名

▽
申
込
方
法

希
盟
さ
れ
ろ
人
は
役
場
保

健
衛
生
係
ま
で
申
込
ん
で

下
さ
い
。
（
宙
話
で
も

可
）
希
聖
者
多
数
の
場
合

は
、
こ
ち
ら
で
人
遷
し
ま

す。

▽
申
込
締
切
　
臓
和
粥
年
5
月
6
日

▽
そ
の
他
　
認
座
卒
業
後
は
遠
賀
町
食

焦
活
改
醤
推
進
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す

ゴ
ミ
袋
代
金
の
変
更

3
月
的
白
雪
で
．
コ
ミ
袋
代
金
を
1
3
円

に
値
上
げ
予
定
と
地
蔵
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
安
値
で
ゴ
ミ
袋
の
＝
入
れ
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
当
初
の
予
定
を
変
更

し
て
一
枚
日
田
で
販
売
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
町
指
定
の
ゴ
、
、

袋
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
の

御
魅
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

妊
▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
幼
∴
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

婦
　
相
　
談

5
月
6
日
（
水
）

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

無
料

5
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表
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・元気な赤湯詑衆。

広渡1751番地の3

川原　　剛　くん

（親筆さんの捌）
昭和55年12月17日生

2，600gのおちぴさん。

大きな声で手足をバタパ
タさせて産まれてきました

21世紀を強く、優しく、

賢く生きていくようにとパ
パとママ。

浅木657番地の4

松本修一　くん

（脅合掌さんの瑚）
昭和55年8月29日生

私たちの初めての赤ちゃ
んです。

眉毛が、だんだん濃くな
るにつれて、お父さんの眉

毛とそっくりです。

遠賀Iii（今古賀51番地の4）

長船模之介　くん

（葵悪筆さんの長男）
昭和56年1月13日生

大きな子でしたが、私選
二人で大事に育てたいです

男の子だからいろんな住専
がありますが、出来れば目
立つ職業にと思っています

僕はスターになれろかな9

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く読みましょう

○
。
春
　
期
　
予
　
防

※
予
防
接
種
の
申
込
み
方
法

各
予
鵬
撰
稲
の
一
週
間
前
か
ら
細
日

（
当
日
は
だ
め
）
　
ま
で
に
、
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
保
健
衛
生
係
に
申
込
み

を
し
て
問
診
票
と
激
怒
球
を
受
領
し
て

下
さ
い
。
聞
診
票
と
注
意
拝
を
受
領
さ

れ
な
い
と
予
防
接
触
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん。
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

品
茜
「
厚
情
惜
i
i
i
i

5
月
1
日
一
4
月
2
4
日
～
4
月
0
0
H

∇
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
m
分
～
1
4
時

投
与
　
鳩
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
機
）

▽
対
象
者
　
生
後
3
－
4
8
カ
月
未
満
児

な
る
べ
く
盤
後
1
8
カ
月
ま

で
に
受
け
て
下
さ
い
。

▽
接
種
方
法

生
後
3
－
4
8
カ
月
の
胴
に

6
週
間
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
2
回
技
与

接
　
種
。
○

∀
持
参
品
　
問
診
粟
、
厨
子
手
帳

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ

き
、
破
傷
風
）

▽
接
輔
‖
及
び
問
診
葉
配
付
〓

乳
　
児
　
相
　
談

接
種
日

5
月
8
日

6
月
5
日

6
月
2
6
日

∀
時
∴
聞

∀
場
　
所

＞
対
象
者

〇
第
1
期

。
第
2
則

▽
持
参
品

▽
そ
の
他

一
関
診
粟
配
付
日

5
月
l
H
T
（
5
月
7
日

㌻
月
2
9
日
～
6
月
4
日

一
6
月
1
9
早
く
6
月
2
5
日

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
釦
分
～

中
央
公
債
館
（
役
場
繊
）

生
後
2
4
～
4
8
カ
月
児

第
1
期
終
了
後
、
1
2
～
1
8

カ
月
経
巡
の
幼
児

問
診
票
、
母
子
手
帳

型
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼

児
は
2
稲
混
合
で
実
施
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
期
∴
照
　
5
月
1
2
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
－
1
0
時
5
0
分
ま

で
に
お
い
で
下
さ
い
。

▽
揚
∴
所
－
征
爾
保
健
室

▽
対
象
者
∴
坐
後
7
～
1
2
カ
月
児

∇
持
参
品
　
母
子
手
腫

▽
肉
∴
容
　
体
垂
、
身
体
等
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
∴
金
一
無
籍

国
応
急
医
薬
品

4
月
か
ら
5

月
に
か
け
て
は

行
楽
の
シ
ー
ズ

ン
。
こ
家
族
そ

従

楽
　
員
　
募
　
集
（
し
尿
関
係
）

ろ
っ
て
お
出
か
け
の
際
、
ぜ
ひ
網
棚
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
の
か
、
簡

単
な
応
急
医
薬
品
。
持
っ
て
い
く
と
重

宝
す
る
主
な
医
薬
品
と
ケ
ガ
な
ど
の
手

当
法
は
次
の
通
り
で
す
。

久
応
急
医
薬
品
》

パ
ン
ツ
ウ
コ
ク
、
脱
脂
綿
、
ガ
ー
ゼ
、

包
稗
、
鋏
揃
薬
、
下
痢
止
め
、
チ
ュ
ー

ブ
入
り
軟
こ
う
、
目
薬
、
そ
れ
に
小
型

ナ

イ

フ

、

テ

ィ

ッ

シ

ュ

ペ

ー

パ

ー

、

な

ど。

◎
靴
ず
れ
、
マ
メ
が
で
き
た
時

水
ぶ
く
れ
に
な
っ
た
部
分
の
周
囲
を

よ
く
消
毒
し
そ
の
あ
と
、
消
轟
し
た
針

な
ど
で
マ
メ
の
下
の
方
に
穴
を
あ
げ
て

液
を
出
す
。
も
う
一
度
消
毒
し
て
か
ら

パ
ン
ソ
ク
コ
ウ
を
は
る
。

◎
職
∴
翻
i
　
甜
読
手
へ
作
業
含
む
）

購
載
～
5
5
践
位
　
若
干
名

▽
申
込
締
切
日
　
昭
和
5
6
年
6
月
0
0
日

3
名

事
務
員
　
年
齢
不
問

2
名

▽
巾
込
先
　
履
歴
書
一
過
を
、
芦
屋
町
　
▽
申
込
締
切
目
　
脂
和
粥
年
6
月
0
0
H

粟
屋
　
（
有
）
太
洋
社

笛
話
0
9
3
（
2
2
）
3

3
1
9
ま
で

◎
臓
∴
煎
i
　
避
転
手
　
2
5
歳
以
上

▽
申
込
先
　
履
歴
蕾
一
過
を
、
水
巻
町

猪
熊
　
（
有
）
英
治
親

衛
話
0
9
3
（
2
0
2
）

6
6
8
9
ま
で

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
さ

い。⑧
所
牲
地
　
北
九
州
市
小
倉
南
区
大
字

長
野
1
8
0
0
の
l

∇
屈
出
先
　
北
九
州
市
小
倉
北
区
室
町

1
丁
目
1
番
1
号
、
小
倉

北
区
役
所
内
　
北
九
州
市

土
地
開
発
公
社

▽
届
出
期
限
　
雌
和
5
0
年
5
月
7
日



第265号　　　　　　　　　　　　銅鉾の彿（12）

5月上期の遠賀町主要行事
上目 �印　行　郵　内　容 ��時　　間 ��難会坤　担当離 ��日的及び主な対象等 �櫛∴著 

i i i ��老　　人　　検　　診 �9 13 �30－ill：30 00－15：00 �∴∴∵∴∴∴ ��65践以上の人 �詳細は 10ページ 

1：金l �� �13 �10－14：0 �中央公輔車民諜 ��生後3－48カ月末灘児 �詳細は 11ページ 

定例体育指導委員会 ���9 7 �30－ �中央公民館 �　i 社会教育峡！ 　」 �町内在住の中学短以上 � 

3 �し」 �第8回公民館薄れ ��．45－・ �境涯中速中 条グランド �社会教詰「 ��詳細は 3ページ 

5 �火 � �10 �：00－ �申グランド �社会教育課 �町内在住の小学5年生以上 � 

車 �� �1 19：30－ ��役場保健室 �　　i 住民課i �妊産婦 �詳細は 10ページ 

71 �水 �－　3∴減∴妃　検　診 � ��中央公民館 �掴謙虚賎一湖4歳に達しない ��詳細は 10ページ 
‾「∴ ��3謡混合予防接稲 � ��中央公民館 �住民課1糀離脱－ ��詳細は 11ページ 

10 �日 � �9 �00－ �謬商社会教育課 �� � 

11 �月 �定　例　区∴轟　会　議 �13 �　i 00－1 �役場 籍2会緩室 �庶　務∴燥 � � 

盤響合同相談 �10 �：00－－15：0 �公民館別館 �∴一i �� 

12 �一　・∴∴ ��9 �言二二両艦上民課匡後7二㍍児 ����詳細は 11ページ 
12 （ 22 �欠 く �結核レントゲン検診 � �� �占民謀悔馨鶉論い人 ��詳細は 下　段 

14 �木 �定例民生婁員会し9：30－ ���能会腫甲社中 ��� 

【 22i21 ���20 ��i l（＝ �18 ��16 日【 �1 15） 「l： ��14 日 ��13）125 ����期 

吊 ���□ ��封 �日 月 �������＝ ��口∴月 �� 水 �����ei �§ ��木 ） ��丞 ��8 ��日 

勘 新 町i �虫 l生 一津 �西 陣 東 町 �上 別 府 �静 光 園 若 欒 口 �渋 木 東 和 苑 �木l 守 �老 良 �別 封 �広 渡 中 央 �旧 停 �松 の 木 緑 光 苑 �今 古 匡 �尾 崎 �鬼 i 津 �薯中 松1管 �島 津 �対 象 地 区 時 

139 �13　9 ��13 30 �9 �139 �13 �9 �10 �浩 ��13 30 i 15 30 �i9 ：30 i Ill 章0 �13 30 （ �9 30 （ �亜 �9 00 （ 

30 �30 l l �骨 111 ��30 �3030 �雄 ��30 （ 12 
（（ 1511 ���！ 15 �（ ill �I（ 1511 ����（ 15 �i（ 11 ���15 30 �11 30 ��10 00 �間 物 

030 �30150 ��30 �30 �3030 �30 �30 �阜 ）遠 賀 �30 �30 

町 公 民 �小 松 商 店 横 �東 町 公 民 館 �上 別 府 公 民 館 �車 上 i園 �浅 木 �木 守「 �老 良 ��広 漠 公 民 館 �i崖 公 民 館 �松 の 木 �∠ゝ ーl 古 ）賀 �尾 崎 �鬼 津 �i 

鎖 別 館 �����公 �公l公 ��申 ���鵠 ��公公 民民 館館 ����所 

館 �餅！ �館1校 

結

核

レ

　

ン

ト

ゲ

ン

検

診

5
月
1
2
日
か
ら
2
2
日
ま
で
次
の
日
程

で
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
者
は
受
診
券
を
区
長
さ
ん
よ
り

配
付
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
持
参
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
割
当
て
日
、
割
当
て

地
区
以
外
で
も
受
診
券
が
あ
れ
ば
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
対
象
者
　
1
6
歳
以
上
の
人
で
、
他
の

機
関
（
学
校
、
勤
務
先
等

）
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を

受
け
る
機
会
の
な
い
人
。


